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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ガイド（２）が連結された少なくとも１つの光源（１）を備える、自動車両の前照灯
及び後照灯を特に意図する信号ランプであって、当該光源（１）の射出部が、前記ランプ
のリフレクタ（３）とカバーガラス（４）との間の領域に配置された信号ランプにおいて
、前記少なくとも１つの光源（１）が、フレーム（５）の後ろにある前記リフレクタ（３
）の外周縁部に配置され、前記フレーム（５）の外周形状が、前記リフレクタ（３）の前
記外周縁部の形状に対応し、前記フレーム（５）は非透過性材料で作られ、前記光ガイド
（２）は、前記リフレクタ（３）の焦点（Ｆ）に位置する射出端部（２２）を有する
ことを特徴とする信号ランプ。
【請求項２】
　前記光源（１）が、白熱電球又はＬＥＤであることを特徴とする、請求項１に記載の信
号ランプ。
【請求項３】
　前記ＬＥＤは、プリント回路を有する剛性の基板上に配置されることを特徴とする、請
求項２に記載の信号ランプ。
【請求項４】
　前記光ガイド（２）の前記射出端部（２２）は、光散乱構成要素（２４）の形態に適合
したことを特徴とする、請求項１に記載の信号ランプ。
【請求項５】
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　前記光ガイド（２）は、コリメーション構成要素（２３）の形態に適合した入射端部（
２１）を有する、請求項１に記載の信号ランプ。
【請求項６】
　光源（１）の数は、前記光ガイド（２）の分岐（６）の数に対応することを特徴とする
、請求項１に記載の信号ランプ。
【請求項７】
　前記リフレクタ（３）は、ある程度又は完全に光反射性の表面を備える第１表面（３１
）に設けられ、前記リフレクタ（３）の前記第１表面（３１）は、光散乱エレメント（３
２）を設けることができる１つ又はそれ以上の放物面を備えることを特徴とする、請求項
１に記載の信号ランプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車両の前方信号照明及び後方信号照明を特に意図する、隠れた光源を備
えるリフレクタ信号ランプの設計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車の外部照明における前照灯、後照灯、ブレーキ灯、方向指示灯、後退灯又はフォ
グライトのために使用される信号ランプの光学システムは、光源と、リフレクタと、任意
選択で１つ又は複数の光学フィルタと、外部レンズとを備える。
【０００３】
　使用される光源は、明るい白熱電球又は発光ダイオード（ＬＥＤ）である。
【０００４】
　基本的には、直接的及び間接的の２つのタイプの光学リフレクタシステムが存在する。
【０００５】
　直接的な光学システムは、リフレクタのほぼ中央に配置された目に見える光源を有し、
反射した光の方向は、光源の軸線の方向である。
【０００６】
　間接的な光学システムは、リフレクタの側部に通常配置された目に見える光源を有する
が、反射した光の方向は、光源の軸にほぼ垂直である。
【０００７】
　これらの光学システムの場合、リフレクタ構造に入射する光束のある部分は、効果的に
は反射させることができず、直接光として失われる。これは、光学システムの効率に悪影
響を与え、光源は、リフレクタの反射面のより暗い背景に対して、比較的明るい物体とし
て容易に認識することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、ランプからの信号を見る任意の方向で光源が見えないが、発光表面は
十分に見える光学システムに基づく、隠れた光源を備えるリフレクタ信号ランプを提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題は、自動車両の前照灯及び後照灯を特に意図し、光ガイド（２）が連結された
少なくとも１つの光源（１）を備える信号ランプによって解決され、当該光源（１）の射
出部は、リフレクタミラーとカバーガラスとの間に配置され、本発明の本質は、少なくと
も１つの光源が、フレームの後ろにあるリフレクタの外周縁部に配置され、フレームの外
周形状が、リフレクタの外周縁部の形状に対応し、フレームが、非透過性材料（透明でな
い材料）で作られ、光ガイドが、リフレクタの焦点に位置する射出端部を有することであ
る。
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【００１０】
　さらに、本信号ランプの光源は、白熱電球又はＬＥＤであり、ＬＥＤは、プリント回路
を備える剛性の基板上に配置される。
【００１１】
　さらに、本信号ランプは、光ガイドの前記射出端部が、光散乱構成要素（２４）の形態
に適合され、光ガイドが、コリメーション構成要素の形態に適合された入射端部を有し、
光源の数が、光ガイド分岐の数に対応し、リフレクタが、部分的に又は全体的に光反射性
の表面を備える第１表面上に設けられ、リフレクタの第１表面が、光散乱エレメント（３
２）を備えることができる１つ又は複数の放物面を備えることを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】提案されたランプをサンプルの実施形態で示す図であり、１つの隠れた光源を備
えるリフレクタ信号ランプの縦断面を示す。
【図２】提案されたランプをサンプルの実施形態で示す図であり、２つの隠れた光源を備
えるリフレクタ信号ランプの縦断面を示す。
【図３】１つ、３つ及び６つの光源を備える光ガイドのいくつかの可能な構成を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図１に例示された光学システムは、光源１と、光ガイド２と、フレーム５と、リフレク
タ３と、カバーガラス４とを備える。光源１からの光束は、光ガイド２によってコリメー
トされ、リフレクタ３へと導かれ、第１表面３１で反射し、カバーガラス４を通って送ら
れる。
【００１４】
　１つ又は複数の光源１は、明るい白熱電球又はＬＥＤであり、非透過性材料で作られた
フレーム５の後ろにあるランプの縁部の周りに配置される。
【００１５】
　光ガイド２の入射端部２１は、コリメーション構成要素２３として設計される。このコ
リメーション構成要素２３は、コリメートされた光ビームを生成して損失なく光ガイド２
中で光を伝播するために、光学コリメータ又はフレネルレンズとして設計することができ
る。
【００１６】
　光ガイド２の射出端部２２は、リフレクタ３の焦点Ｆの近くに位置決めされ、光散乱構
成要素２４として設計される。この光散乱構成要素２４は、発光表面のサイズを増大させ
るために、光学溝、プリズム、又は光ガイド２からリフレクタ３の第１表面３１に均一に
散乱した光ビームを生成するために使用される他の光エレメントを備える。
【００１７】
　光ガイド２は、分岐６を備え、分岐６の数は、光源１の数によって決められる。図２は
、ＬＥＤが、単一の表面にプリント回路を備える剛性の基板に配置された光源１として使
用される状況を示す。
【００１８】
　図３は、単一の光源１、又は３つの光源１、又は６つの光源１が使用される状況を示す
。
【００１９】
　リフレクタ３は、ある程度又は完全に反射性のコーティングされた第１表面３１に設け
られ、リフレクタ３のこの第１表面３１は、単一の放物面、又はいくつかの放物面からな
り、光散乱エレメント３２を備えることができる。これらの光散乱エレメント３２は、リ
フレクタ３の照明された表面の照明の均質性と、全体的な可視性とを向上させることがで
きる。
【００２０】
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　隠れた光源を備える信号ランプのリフレクタ３の寸法は、提供する信号機能のタイプに
依存する。肝心なことは、光ガイド２の適切な設計を用いて、リフレクタ３に向けて光束
及び光散乱に関して十分な光ビームを生成することである。
【００２１】
　適切に配置された光ガイド２と一緒に１つ又は複数の光源１としてＬＥＤが使用され、
光束の主要な部分が適切に利用されるとき、この設計は、従来使用されてきた信号ランプ
よりもはるかに効率的なので、１つ又は複数の光源１について光損失は全くなくなる。
【００２２】
　オン状態及びオフ状態の隠れた光源を備えるリフレクタ信号ランプは、従来使用されて
きた設計とは完全に区別することができる。
【００２３】
　隠れた光源を備えるリフレクタ信号ランプの光学的な概念は、安全な信号表示を保ちつ
つ、光分割、光色、及び発光表面の最適成分に関する要件を満たすように開発されている
。
【符号の説明】
【００２４】
　１　光源
　２　光ガイド
　３　リフレクタ
　４　カバーガラス
　５　フレーム
　６　分岐
　２１　入射端部
　２２　射出端部
　２３　コリメーション構成要素
　２４　光散乱構成要素
　３１　第１表面
　３２　光散乱エレメント
　Ｆ　焦点
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